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佐多：島本さんは、その道では有名なバスケッ
トボール界のオーソリティーでいらっしゃいます。
娘のハイスクール時代の友人のお父さんという
ことでお目にかかったのがご縁ですね。『月刊
バスケットボール』の創刊から四半世紀にわたっ
て編集に携わってこられたそうですが、もとも
とジャーナリストとしてスタートされたのですか？

島本：そうですね。大学1年のときから玉川大
学の出版部でアルバイトをしていましたから。
バスケットの道に入ったのは会社に入って雑誌
を作ることになってからですが、スポーツは好
きで学生時代はずっとバレーボールをやってい
ました。玉川学園という、音楽や美術が盛んで、
スポーツはどうしてもついでというような学園
でしたから、バレー部がなかったので、高校、
大学と部を作ってスポーツを楽しんでいました。

佐多：島本さんはいつもチャレンジをしてこら
れたので、今日はバスケットボールをきっかけ
に生命力がわき出るような話を聞かせていただ
ければと思います。島本さんというとどうして
もNBA＊のほうに話がいってしまいますが、近
年世界中を熱狂させているバスケットも、十数
年前まではアメリカでもさほど人気のあるスポ
ーツではなかったそうですね。

島本：そうですね。バスケットはそのころまで
黒人の割合の多い、ドラッグが蔓延していると
いわれる、イメージのあまりよくないゲームだ
ったんです。それがマジック・ジョンソンとラリー・
バードというスターの登場で一変してしまいま
した。彼らをはじめとするマルチ・プレーヤー
たちが、複雑なフォーメーションを驚くべきス
ピードでこなして人々を魅了したので、人気が
一気に高まりました。

佐多：世界中でバスケットに興味のなかった人
たちにまでアメリカのバスケットのすごさを見
せつけたのが、バルセロナ・オリンピックのドリ
ームチームでしたね。マジック・ジョンソンの
HIV感染も衝撃的でしたし。

島本：NBAのチームは契約時に選手に保険をか
けますが、ジョンソンのHIVは保険加入時の身

体検査で見つかったんです。保菌者ですが発症
はしていません。現在、中国系のドクターが主
治医で、米国でも最高のケアを受けているはず
です。彼は今「マジック・ジョンソン・ファンデー
ション」を設立して活発に活動しています。こ
れは地域のHIV/AIDS教育・防止プログラムとし
てスタートしましたが、現在はもっと幅広く、
アメリカの若者たちのための教育・健康・社会
プログラムを助成したり癌撲滅運動を行ったり
しています。

佐多：先シーズンで引退しましたが、マイケル・
ジョーダンはまた優等生そのものの選手で、ア
メリカン・ヒーローの一人ですね。

島本：アメリカ人に言わせると、マジック・ジョ
ンソンは隣のお兄さんみたいな感じで、マイケル・
ジョーダンはヒーローなんですね。ジョーダンは
他の選手がロッカールームで裸でインタビューを
受けたりするなかで、絶対にシャワーを浴びて
スーツに着替えてから受けるんです。要するに
話すこともプロの仕事だからと。決して感情的
な言葉を使わないし、皆がこうあってほしいと
いうような理想的な言葉をはいてくれる。人間、
せっぱ詰まったところでどんな態度をとるかで、
人間の格がわかると言われますが、ファンはそ
れを彼のプレーに見るわけですよ。追い込まれ
て残り何秒しかないというときに、もってこい
といって、相手が皆ディフェンスに来るのにそ
れを破って決めて勝つ。有名な社会派コラムニ
ストのボブ・グリーンは「彼は冬の寒いときに、
全米の子供や大人に暖かい夢を見せてくれた」
と語っています。スポーツの技だけではなく、
観客を魅了する点においてマイケル・ジョーダン
ほど優れたスポーツ選手は今後現れないだろう
と言われています。
　アメリカでは高校のチームを作るとき、トラ
イアウトという入部試験があるんです。ジョー
ダンが試験を受けたとき同じ学年に2ｍの子が
いて、彼は170cm台だったので落とされました。
それまで負けたことのなかった自分が負けたと
いうことで辛い1年を過ごしたんですが、現在
アメリカ中で「あのマイケルでさえ落ちて、それ
からあれほどまでになったのだから、君が今落
ちても頑張れるんだよ」という励ましの逸話と

して使われています。ジョーダンは挫折やハン
デを必ずプラスに変えていく、どんな小さなこ
とでもモーティベイションとして頑張れる方向
にもっていける人なんですね。
　やっぱり人間、自分でもやりたいと思いなが
らも弱さがあってできないことを、平気でやっ
てしまう人がいるということで、夢を見ること
ができますよね。世の中には体の強い人もいれ
ば弱い人もいますが、決められた運命の中で最
大限にあがかなければしょうがないんじゃない
かとジョーダンを見ていて思いますね。

佐多：島本さんの著書『NBA雑学バイブル』で
拝見しましたが、アメリカの小学生4,000人に誰
と一番ランチを一緒に食べたいかというアンケ
ートをとったら、2位のクリントン大統領とマイ
ケル・ジャクソンを抑えてマイケル・ジョーダンが
堂々の1位だったそうですね。

島本：それだけバスケットが社会に占める割合
が大きいということでしょう。例えば日本では、
男の子とお父さんが必ずといっていいほどキャ
ッチボールをしますね。あれがアメリカではバ
スケットなんです。自宅のガレージにフープ（バ
スケットリング）があって、お父さんと一対一で
やっているところが映画などでもよく見られま
すね。また、ドリブリングという言葉は、翻訳
の世界では「竹馬の友」のような意味があるそ
うです。それだけバスケットが生活の中に入り
込んでいるんですね。

佐多：島本さんはその著書の中で、その国のバ
スケットボールへの理解度、普及度がボールの
売れ行きで計れると書いておられます。1992～
3年頃のデータだそうですが、アメリカは1年間
に920万個で27人に1つ、日本が125万個で100
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人に1つくらいの割合になるそうですね。

島本：この、視聴率ならぬ販売率でいくと日本
は世界第6位とよく健闘していますね。ですが
アメリカはなんといってもダントツで、僕がよ
く遊びに行く家はボールが7つも8つもゴロゴロ
転がっています。バスケットは激しくやればい
くらでも激しくなるスポーツですが、やろうと
思えばいくらでもゆったりできるスポーツです。
アメリカでは40歳代、50歳代、60歳代などと、
年齢でリーグが分かれています。60歳代になる
ともうお腹が出てただボールを回しているだけ
という感じ。でもシュートはよく入る。そんな
風にしていくつになってもスポーツで体を動か
すことを楽しんでいます。

佐多：アメリカは国民全体が心からスポーツを
楽しんでいる感じですね。そういう環境も整っ
ている。スポーツを本当に熱心に育てようとし
ますね。

島本：例えば子供たちにバスケットを教えよう
としますね。アメリカではサマーキャンプなどに
は親たちが1日いくらと払うわけです。日本は
バスケットにしてもバレー、サッカーにしても団
体スポーツはタダで教えてもらえるものと思っ
ています。私たちが今やっているキャンプでは
1日一人5,000円とって、50～60人集まってや
っています。タダということは責任がないんです。
我々は、やるからには楽しくしてあげなくちゃ
いけない。絶対怒らないでうまいうまいって誉
めながらやっている。いいところを見つけてあ
げると、本当におもしろいほど成長するんです
ね。

佐多：ハーフコートで3人ずつでプレイするのは
3オン3というんですね。アメリカでは、町の中
のコートで若者たちがプレイしているのをよく目
にしますが、日本にも根づいてきたと聞いてい
ます。

島本：アメリカには3つの大きな大会があって、
最も参加者の多い大学生の大会では20万人が集
まります。NBAの選手もすべて、この3オン3で
バスケットの楽しさを知るんですね。

　日本では10年くらい前にやってみようという
ことになり、最初は集まるかどうかわからなか
ったので、『月刊バスケットボール』で小さな広
告をうち、24チーム募集しました。シューズ・
メーカーの担当者など“さくら”も用意してい
たのですが、かろうじて30チームの応募があった。
雑誌の中で大特集を組んでその楽しさを報告し、
半年後に第2回を開いたら180チームも応募があ
りました。現在は、シューズ・メーカーがスポン
サーになったりして裾野が広がってきましたし、
96年からは、簡単に少ないスペースでできると
いう点に注目して、4人制サッカーのフットサル
とともに通産省が、「3オン3とフットサルによる
商店街活性化委員会」というプロジェクトをスタ
ートさせています。僕の知人は「島本さん、い
いこと始めてくれたね」って、平均年齢40歳の
チームを作りました。「ゴルフも4人、麻雀も4人
でしょ。バスケットやったらまた4人で動ける」
って楽しそうです。昔スポーツやっていて今も
やりたい気持ちはあるのに、という中年の方は
多いですよね。日本でももっと多くの人が気軽
にスポーツを楽しめる環境づくりができるとい
いですね。

佐多：MLB（大リーグ野球）の野茂、伊良部選手
のように日本人選手がNBAに行ってプレーする
日はくるんでしょうか。

島本：部分的技術は通用する選手もいるかもし
れませんが、まずは大学バスケへの挑戦からで
しょうね。先日、日本のプロ野球が60年の歴史
を刻んだと言っていましたが、最初の頃食える
か食えないかもわからずプロに飛び込む人がい
たわけですね。それから30年たって、村上雅則
さん、マッシー・村上さんがアメリカにチャレン
ジしましたね。それから30年後に野茂です。バ
スケットは日本ではまだプロもありませんから、
これから20～30年はかかるかなと思いますね。

佐多：島本さんご自身は今は取締役として、現
場から離れてコンサルタント的に雑誌にかかわ
っておられるそうですが、今後どんなことにチ
ャレンジされるのでしょう？

島本：ゴルフのボビー・ジョーンズとか野球のジ

ョー・ディマジオなどアメリカの偉大なスポーツ
選手の系譜のようなものがあります。強くてや
さしくて清廉潔白であるという、理想のアメリ
カ人でもあるわけですね。ジョーダンを含めて
そういったことをテーマにした本を書きたいと
思っています。あとは、今のバスケット・キャン
プを続けていきたいですね。バスケットはチー
ムのスポーツですが、それを個人で習いに来ら
れるようなキャンプを日本に根づかせたいですね。

佐多：あまりバスケットに縁のない人たちへの
バスケットの楽しみ方をひとつ。

島本：アメリカに行ったら、是非NBAのゲーム
をごらんになってください。ゲームがある日なら、
ホテルでチケットが手に入るか聞いてみれば調
べて取ってくれます。コートサイドは200ドルは
するしプレミアもつきますが、上のほうの席な
ら10ドルくらいからあります。スポーツ、ある
いはバスケットはエンターテイメントだと実感で
きると思います。
　それとムービー。『HOOP DREAMS』という映
画があるんですが、シカゴ郊外の貧困地域に育
ったNBAプレイヤーを夢見る実在の14歳の少年
2人を、4年間追い続けて撮った傑作ドキュメン
タリーです。少年たちの4年間のバスケット人生
に、人種問題、階級の問題、家族、愛情、競争、
孤独など様々な問題を盛り込んで見応えがあり
ます。あとは、ジーン・ハックマン主演の、邦題
は『勝利への旅立ち』という映画があって、アメ
リカのバスケットボールのことがとてもよくわ
かります。どちらもビデオで見られるので興味
のある方は是非見ていただきたいですね。　
　また、今年の秋には日本で5回目のNBA公式
試合が行われます。11月6、7日に東京ドームで
強豪中の強豪の2チーム、サンアントニオ・スパ
ーズとミネソタ・ティンバーウルブズがゲームをし
ます。妥協のない真剣な試合が見られることは
確実なので、是非見ていただきたいと思います。
アメリカの4大スポーツの公式戦が日本で定期
的に行われているのはNBAだけなのですから。
チケットは1,000円からあるので、映画を見る
より安くアメリカのエンターテイメントを感じ
られると思いますよ。　
＊National Basketball Association
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DDay Surgery（日帰り手術）　
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▼はじめに　
1970年代に米国で始まったDay Surgery（Ambul-
atory Surgery、Outpatient Surgery、Office Sur-
geryなどの別称がある）は、医療費抑制のため
のマネージドケア（管理医療）の考え方をその発
端としたが、患者の安全性と治療の確実性を重
視する結果、全身状態に問題のない患者の小手
術に対象が限られていた。しかし、1983年に導
入されたDRG/PPS（Diagnosis Related Group/
Prospective Payment System、診断群別定額払
い方式）は、この傾向を大きく促進するきっか
けとなり、さらに、内視鏡による低侵襲手術な
どの新たな手術法の工夫、および短時間作用性
薬物の開発や導入、覚醒の速い吸入麻酔薬の出
現、モニタリングの進歩などによる麻酔法の改
善が、Day Surgeryの著しい適応拡大を生んで
いる。ここでは、本邦でもその発展が促されつ
つあるDay Surgeryについて考える。

▼Day Surgeryとは
Day Surgeryという用語の明確な定義は存在し

ない。しかし、一般には、手術当日に来院し、
術後24時間以内に退院するものを指すと考えら
れている。本邦では、平成10年4月に行われた
診療報酬体系の改定において、Day Surgeryの
対象に16種類の手術が記載され、手術当日（ま
たは、手術内容によりその翌日）に退院した場
合には、それぞれの基本点数に500・1,000点が
加算されることとなった（表1）。従って、現状
におけるDay Surgeryは、原則的には手術当日
の退院を意味するが、手術の種類によっては翌
日の退院までがこのカテゴリーに含まれている。

▼本邦での現状
本邦で行われているDay Surgeryの件数につい
ては、正確な調査が行われていないために把握
が困難である。各学会などのアンケート調査に
よれば、30～40%の施設でDay Surgeryが導入
されており、特に、私立病院や小児病院にその
比率が高いようである。いずれにせよ、本邦で
のDay Surgeryは諸外国と比較して少なく、こ
の原因には、いくつかの要因が考えられる。例

えば、Day Surgeryを導入する上で最も問題と
なるのは、専用設備や専用人員などのハードウ
ェアであり、このためのコスト負担を考慮すれば、
導入率がこの程度にとどまるのは止むを得ない
かもしれない。実際、Day Surgery専用の設備
を調えている施設は、現時点でも非常に少なく、
本邦で行われているDay Surgeryの大部分は既
存の設備や人員のまま行っているに過ぎない。
また、Day Surgeryを導入する診療報酬上の利
点は、平均在院日数の短縮化による加算や日帰
り手術加算にある。しかし、このために必要な
初期投資負担やランニングコストの増大は、病
院経営を圧迫する要因となりうる。さらに、
Day Surgeryの導入に伴う既存ベッドの空床化は、
これを補填するための患者確保に対する不安を
も生じさせる。Day Surgery専用の設備と人員
を確保した、いわゆる“集客能力”の高い病院
ほど手術患者が集中しやすいという問題が生ま
れ、患者の“大病院志向”という現在の傾向を
さらに助長する可能性も存在する。このように、
医療提供側にとっては必ずしも利点が多くない
Day Surgeryであるが、患者側には少なからず
利点が存在する。医療費負担の軽減や早期社会
復帰、入院によるストレス（母子分離など）の回
避、生活リズムの維持、院内感染の回避などが
その主なものである。合併症や術後疼痛への不
安、家族の負担増加などの欠点を差し引いても、
患者満足度の高いことが多く報告されている。

▼世界での趨勢
Day Surgeryの増大は世界的な傾向を示している。
医療保険制度が異なるために、その是非や得失
について一概に論じることはできないが、例え
ば、近年の米国では、全手術件数の70%近くが
Day Surgeryにより行われている（この内、白
内障に対する眼内レンズ挿入などの眼科手術が
約30%を占め、消化管内視鏡手術や形成外科手
術と合わせると、全症例の約2/3に達する）。ま
た、本邦では局所麻酔下に行われている手術の
多くが全身麻酔の対象となる米国では、麻酔の
重要性に対する認識から、Day Surgeryに対す
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*手術後2週間以内の再入院に対しては算定されない。
注１）この改定に基づくかぎり、上記対象手術以外に Day Surgeryを行うメリットは医療提供者側にそれほど存在しない（平均在院日数の
短縮化による加算に限られる）。しかし、今後の改定では対象疾患の拡大が予想され、施設によっては、Day Surgeryに向けた体制を
十分に整えておく必要があるだろう。　

対象手術 退院 加算点数
皮膚・皮下腫瘍摘出術（露出部）長径4cm以上 当日 500
皮膚・皮下腫瘍摘出術（露出部以外）長径6cm以上 当日 500
舌小帯形成手術 当日 500
腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術 当日 500
顎下腺腫瘍摘出術 当日 1,000
顎下腺摘出術 当日 1,000
気管支狭窄拡張術（気管支鏡下） 当日 500
気管支腫瘍摘出術（気管支鏡または気管支ファイバースコープ下） 当日 1,000
胃、十二指腸早期悪性腫瘍内視鏡的粘膜切除術 当日 1,000
結腸早期悪性腫瘍内視鏡的粘膜切除術 当日 1,000
痔核手術（脱肛含む）根治手術 当日 1,000
経尿道的レーザー前立腺切除術 当日 1,000
胸腔鏡下交感神経節切除術 翌日まで 1,000
胸腔鏡下肺切除術 翌日まで 1,000
腹腔鏡下虫垂切除術 翌日まで 1,000
経尿道的尿路結石除去術（超音波下に行った場合も含む） 翌日まで 1,000　
　

表1　Day Surgeryとしての加算対象手術*（平成10年4月以降）注１）　



4

る全身麻酔が、Ambulatory Anesthesiaとして、
麻酔学のサブスペシャリティーの一つに加えら
れている注2）（ちなみに、米国では1984年にSo-
ciety for Ambulatory Anesthesiaが設立され、
本邦では1998年に日帰り麻酔研究会が発足した）。
しかし、近年では、Day Surgeryを新たに導入
する施設数が減少する傾向にあり、市場全体の
飽和傾向や鈍化、ベッド稼働率低下による病院
経営の悪化がその原因とされている。マネージ
ドケア全体に対する反省期にさしかかった米国
であるが、今後とも、費用対効果を追求する姿
勢に変化が生じることはないだろう。

注2）
Day Surgeryにおける麻酔科医の役割

Day Surgeryにおける麻酔科医の役割は、通常の手術
における場合、患者の術前評価や術中管理、術後疼
痛管理など基本的に変わることはない。しかし、麻
酔科医は、Day Surgeryを受ける患者にとって在院中
の接触時間が最も長い医師であり、単に麻酔をかけ
るだけでなく、全身状態に関する周術期コンサルタン
トとしての重要な役割を担っている。Day Surgeryに
対する患者の医学的適性を判断し、適切な麻酔法や
麻酔薬を選択すると同時に術後鎮痛や悪心・嘔吐対
策について考慮するなど、その守備範囲は広い。

▼将来的展望
昭和33年施行による「新医療費体系」は、医療
技術の向上に伴って数々の改定が加えられ、現
在の診療報酬体系を生んでいる。しかし、その
基本的な性格は当初と大きな変化がなく、高齢
者人口の増大や医療技術の進歩に伴う国民医療
費の高騰という問題が差し迫っている。このた
め、診療報酬体系見直しでは、良質な医療の提
供と医療資源の効率的活用が基本姿勢として採
用され、病態に応じた良質な医療サービスの提
供という観点から、医療機関の機能分担化や技
術および「もの」に対する新たな評価体系、疾
患の特性に着目した評価体系などが考慮されて
いる。従って、現行のいわゆる出来高払い方式
を改め、定額払い方式を導入することにより、
これら両者の特性を組み合わせた体系が構築さ
れようとしている。すなわち、急性疾患には一
定期間の出来高払い方式、慢性疾患には定額払
い方式をあてはめ、費用対効果を高めようとす
る試みである。実際、急性期医療の診断群別定
額払い方式については、一部で実施が開始され、
その評価が待たれるところである。また、外来・

在宅医療についても促進が計画され、この一部
にDay Surgeryが含まれることになる。このよ
うな定型的な治療が可能な疾患に対しては、定
額払い方式が導入されることになるが、医療の
標準化をどこまで進めるかという問題と共に、
病床や人員の再配置など、極言すれば、Day
Surgeryの推進を通じて、医療提供側のスクラ
ップアンドビルドが求められていると言えよう。

▽Cairns Day Surgery見学記
オーストラリア北部のリゾート都市、ケアンズの
中心部近くのCairns Day Surgery（CDS・図1）
は、ラリンジアルマスクの研修旅行で訪れたDay
Surgery専用の施設であり、一般外科や歯科、
口腔外科、耳鼻科、整形外科、産婦人科、形成
外科、泌尿器科、眼科、麻酔科を含んでいる。
CDSで手術を受ける患者は、まず、それぞれの
科の医師のプライベートオフィスで受診し、診
断や手術に関する情報を得ると同時に術前検査
を済ませておく。予定手術当日、CDSを訪れた
患者は、麻酔科医による簡単な問診と術前検査
のチェックを受けた後、麻酔科医と共に手術室
に入室し、麻酔導入と手術が行われる。麻酔法
としては、前投薬はほとんど用いられず、導入
はミダゾラムやフェンタニル、アルフェンタニル、
プロポフォールなどの組み合わせで行い、維持
は亜酸化窒素と酸素にセボフルランかイソフル
ランを用いた吸入麻酔が主体である。Day Sur-
geryであるために多大な手術侵襲が加わること
はなく、また、オピオイドを併用することからも、
それほどの麻酔薬濃度を必要とすることはない。
麻酔中の気道確保は、ほとんどの症例でラリン
ジアルマスクが用いられ、気管内挿管が行われ
ることはまれである（図2）。換気は人工呼吸器
による陽圧換気とし、手術が終了すれば、吸入
麻酔薬の投与を中止する。患者の覚醒に関係な
く、自発呼吸が出現した段階で回復室（図3）へ
移送し、バイタルサインの監視やラリンジアルマ
スクの抜去はすべてリカバリーナースに任される。
一方、麻酔科医は、患者を回復室へ移送後、ナ
ースに簡単な申し送りを行い、次の患者の問診
へ向かうといった具合で、これらはすべて流れ
作業的に行われる。覚醒後の患者は、しばらく
回復室で観察が行われ、回復室の退室基準を満
たせば、退院に向けた次のユニットに移送される。

従って、このユニットで時間を費やした後、問
題がなければ帰宅という経路をたどるわけであ
る。このCDSは、オーストラリアだけでなく、
海外からの患者受け入れにも積極的であり、詳
細についてはホームページ
（http://www.accessgroup.com.au/cds/index.html
）を参照するとよいだろう。

図1　Cairns Day Surgery

図2　ラリンジアルマスクによる気道確保

図3　CDSにおける回復室　
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V I E W

慰慰安婦問題の　
問いかけているもの　

 天児　都　

天児　都 / あまこ・くに
産婦人科医。1935年博多で麻生徹男二女として生まれる。
1959年九州大学医学部卒業。同大学院医学研究科修了。
1967年より福岡市内の診療所に勤務し現在に至る。1983
年～93年九州大学医療技術短期大学部非常勤講師。1990
年より福岡女学院理事。1991年細胞診指導医（1102号）、
1996年より福岡市医師会学術担当理事。日本母性保護産
婦人科医会福岡県支部代議員。福岡市YMCA常任議員。
1997年より日本産科婦人科学会福岡地方部会評議員。日
本歌人クラブ会員。
慰安婦に関係のあるものとして、
1993年 父麻生徹男の回想録『上海より上海へ』（石風社）　
 出版
1995年12月号『正論』従軍慰安婦と私
1997年7・8月号『現代コリア』慰安婦問題の問いかけたもの　
――私自身の問題として――
1998年6月発行「九州大学医学部産婦人科学教室同窓会誌
第40号（平成9年度）」引揚者の中の強姦妊婦及び性病感染
者の保護について　

　元予備役陸軍々医大尉、故麻生徹男氏を父に
もち、その父親の著書『上海より上海へ』をめ
ぐり、好むと好まざるとにかかわらず「従軍慰
安婦問題」と大きくかかわる運命にあった産婦
人科医天児都氏が、その体験を綴った手記を寄
せてくださった。

＊　＊　＊

――はじめに――　
　私はこの10年ほど慰安婦問題とかかわり、ど
なたとも違った経験をしてきました。それは千
田夏光という作家に、父が慰安婦制度を考案し
た責任者のようにほのめかされ嘘を書かれたた
め、平成3（'91）年頃から、民族の恨みを晴らす
ためとか責任者の娘としてどう思うかなどと様々
な人が連絡してきて、ある時は押しかけて来て、
それらと対応してきたことです。千田氏はこの
著述が誤りであり、今後誤解をまねく記述はし
ないと平成8（'96）年4月15日消印の手紙で謝っ
てきましたので、三一書房と講談社に改訂を申
し入れましたが、2社とも現在もそのままで出
版を続けています。私は、慰安婦問題は千田夏
光の誤りを何ら検証せず、事実として平成3,4
年頃出版した人たちが誤りを再生産して日本中
に広め、それが海外へ流出して不幸な日本叩き
の材料とされた事件だと思っています。　

――慰安婦とのかかわり――
　平成元（'89）年7月11日に亡くなった父、麻
生徹男が昭和12（'37）年から16（'41）年にかけ
て日本軍の軍医として中国戦線にあり、この間
に慰安婦と慰安所の写真資料10点と慰安婦に関
する論文一篇の第一級資料を残しました。
　この資料は昭和12（'37）年12月の南京陥落前
後の日本軍の行動が国際問題となってきたので、
婦女暴行の対策に主に北九州地区で支度金1000
円を払って急據集められ上海へ行った女性たち
と、日本軍が昭和13（'38）年2月に上海に開設
した軍直営と民営の慰安所の両方の写真です。
　父の死の直後に、強制連行のことを調べてい
るという作家が、母の所から父の資料を持ち出
して返却しなかったので、法的手段をとってそ
れらが使えぬようにしてそれ以来私が父の資料
の管理者となりました。

　慰安婦のことについては父が昭和32（'57）年
博多の情報誌『うわさ』に述べ、昭和52（'77）年
毎日新聞の「不許可写真集」に写真5点を掲載し
ていました。父は昭和61（'86）年に慰安婦資料
すべてを入れた『戦線女人考など』という本を
作り、次に同名の写真集を作る途中で亡くなっ
たので、私はそれを仕上げて100部作り知人ら
に配りました。この２つの本を合わせて平成 5
（'93）年8月に『上海より上海へ』を石風社から
出版して慰安婦の事実を知って頂くよう努めて
まいりました。
　最初に慰安婦問題が取りあげられたのは昭和
40年代後半から50年代前半の頃です。作家の伊
藤桂一や千田夏光の本の出版、テレビ放映、映
画制作があり、千田氏の本は当時ベストセラー
となり、今に続くロングセラーです。次は湾岸
戦争をきっかけとして、平成3（'91）年に韓国人
らが強制連行の補償を求めて提訴した頃から現
在に及んでいます。
　父の生前に私が慰安婦にかかわったことは2
度あり、最初は昭和20（'45）年10歳の時にはじ
めて写真を見た時で、2度目は昭和61（'86）年
に父の資料をもとに話をした時でした。それから
父の死の直後のことになります。平成元（'89）年
10月にルポライターが母の所から父の資料を持
ち出したのと同じ頃に、東京の不二出版の「十
五年戦争重要文献シリーズ」第一巻『軍医官の
戦場報告意見集』に写真10点と手書き論文一篇
を入れ、戦争の資料として後世の人に公平に見
てもらうことにしました。
　平成3（'91）年頃から雑誌やテレビの取材が多
くなり、11月28日NHKテレビの「ニュース21」
において父の撮影した写真4点が放映されました。
平成4（'92）年1月16日に宮沢首相は訪韓の折に
韓国に謝罪しました。その前後に私の家の電話
は鳴り続け、落ち着いたら12時近いこともあり、
日本中の主だった雑誌社、テレビ局、新聞社、
政党などから連絡を受けました。この時不思議
なことに「これが日本が残した戦後処理の最後
のものである。政府に謝罪を要求して一日も早
く補償しなければならない」と言う科白を繰り
返し聞かされました。昭和40（'65）年に日韓条
約を締結し5億ドルの賠償を払っているので「も
う税金からは無理と思いますが、あなたは自分
のポケットマネーから支払いますか」とある時か

らそれらの人たちに聞いてみました。自分のポ
ケットから出すと言ったのは唯一人で他の人た
ちはすべて政府が出すべきだ、湾岸戦争にあん
なに多額の支出をするじゃないかという答えで
した。
　慰安婦の性病管理をしなければ多くの人が病
気になり、管理をすれば慰安婦の人権問題とな
るという難しい問題を一面のみから見て議論さ
れているのを聞きます。
　今言われている慰安婦問題は、国内での問題
をわざわざ対外国の問題にして口火が切られて
います。多くの人々には忘れられていますが、
日本は1853年ペリー来航から治外法権撤廃まで
の50年間ヨーロッパ諸国の半植民地でその間外
国人の慰安婦にされ、昭和20（'45）年の第二次
大戦後、国が再び弱体化した時にまた国内で外
国人の慰安婦にされました。また中国や朝鮮半
島での強姦による妊婦約800人を引揚港で保護
して更正させたこともあります。外国との関係
で言えば日本人はこうした屈辱を受け、戦争犯
罪人と言われ1100人もの人が殺され、それらに
耐えて独立を回復してきたのです。　

――千田夏光著『従軍慰安婦』正・続篇の誤り――
　昭和48（'73）年出版の＜正篇＞には63ヶ所　
＜続篇＞には23ヶ所問題のある記述があります。
この本の取材記事では具体的に慰安婦が商行為
であることが述べられているのですが、論文で
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の考察に当たる部分に事実の裏づけがなく矛盾
が多くみられます。現在ならノンフィクション
のジャンルにはとても入れられないものを、最
近の作家たちが事実を検証せずにマゴ引きをし
て誤りを拡大してしまいました。
　問題点をあげてみます。
（1）従軍と慰安婦を結んで造語をしたこと―

―従軍看護婦など軍属の身分を表す用語と
並べて「従軍慰安婦」という造語にしたため、
従軍には強制の意味が含まれるので、これ
が容易に強制連行に結びつき、強制連行が
性的奴隷を想像させ、現在の混乱のもとと
なっています。

（2）根拠なしに強制連行と結びつけたこと―
―支度金1000円を払って連れて来たという
文中に強制連行されたと書く矛盾があります。

（3）娼婦連れで戦った唯一の軍隊として品位
を落としたこと――植民地に軍隊を出した
ヨーロッパ各国やアメリカにも慰安婦はい
ました。麻生論文の中にそれらの慰安所管
理のデータが含まれています。

（4）麻生軍医が朝鮮人慰安婦強制連行の責任
者のようにほのめかして書いたこと――韓
国から責任者の処罰などの要求が政府に届
いた頃に私は多くの人たちから謝罪しろと
言われ叩かれました。父は産婦人科医だっ
たので慰安婦の検診に呼び出され、昭和13
（'38）年1月2日にそれを行い、1年半後の
昭和14（'39）年6月30日の軍医会同という
軍医の会で講演をして論文を残しています。
その中に80名の朝鮮人と20名の邦人を診た
記述があるのですが、その論文のために朝
鮮人が強制連行されるようになったと千田
氏は言っているのです。

（5）麻生の論文は娼　でない軍用娯楽所設立
を希望しているのに、千田氏は娼婦は不可
欠のものとして読み違えられたこと。

　千田氏は著書を基に韓国に英語版『慰安婦』
のビデオを制作させ世界に流布させています。
日本の輸入業者が高校社会科の副教材に輸入を
するところでしたが、私が止めました。　

――ジョージ・ヒックス著『慰安婦』の誤り――
　平成7（'95）年10月にヒックス著の日本語版が三
一書房より出版され、その中には父のことを述

べた部分は少ないのですが、2月出版のオース
トラリア版と8月出版のアメリカ版には7ヶ所ド
クター・アソウの名が出てきます。ヒックスは
日本語はできないと言い、この本はゴーストラ
イターの韓国人Hye Kyung Leeが書いたと言い
ますが、私はこの人の取材を受けたことはあり
ません。文献が沢山並んでいて索引もついて立
派な学術書のようですが、文献は千田夏光の本
とそれをマゴ引きした著書のものばかりです。
　7ヶ所のうち8ページには「おそらく後の最も
健康な慰安婦供給源への基礎をおくのに手助け
した」として父を紹介し、138ページには「上海
の慰安所の主唱者」とまで書かれています。
　またオーストラリア版、アメリカ版と日本版に
父の写真が無断使用されていて、英語版では版
権者がDong-Ａ-Daily（東亜日報という韓国新聞）
となっていたので、手紙を送って返事を待って
いる時に国連人権委員会でクマラスワミ報告が
take noteとなったニュースを聞いて驚きました。
クマラスワミ報告の事実関係の供述はヒックス
著書によるものと知ったからです。無断写真使
用には著者と出版社に国際弁護士事務所を通じ
て再度手紙を送りましたが返事をよこさないの
で催促してもらうように弁護士に頼みましたが、
これ以上すると裁判になり慰安婦問題に立ち入
り、日弁連はあなたと立場が違うから弁護でき
ないと言われました。東亜日報に抗議した分は
東京支社長の　仁俊氏が電話で謝罪してきまし
た。　

――宮沢首相と河野官房長官の謝罪と強制連行
を認める発言の訂正――
　平成4（'92）年1月宮沢首相は訪韓の折にソウ
ルの日本大使館にデモ攻撃をかけられ慰安婦問
題で韓国に謝罪をしてしまいました。平成5
（'93）年8月4日の河野官房長官の発表の調査資
料には強制連行を思わせる証拠らしいものは含
まれていません。
　平成9（'97）年1月31日片山虎之助議員の質問
に平林博外政審議室長が「政府が調査した限り
の文章の中には軍や官憲による慰安婦の強制募
集を直接示すような記述は見出せませんでした。
たゞ総合的に判断した結果一定の強制性がある
ということで、先ほどのご指摘のような官房長
官の談話の表現になった」と答え、3月12日小

山幸雄議員が詳細な質問を行い発表前後のこと
が明らかにされました。
　しかしその後も大手出版社が相変わらず強制
連行の中の慰安婦記事に私の写真協力を求めて
きたのでお断りしました。
　日本は戦争中に労働力確保のために徴用を行
っていましたが、その中の朝鮮人だけを取り出
して強制連行という言葉でくくることが妥当な
ことであるか検討してみる必要があります。　

――私自身の問題として――
　私がこの10年間やってきたことを述べます。
（1）資料使用のための条件を守ってもらうこと。

1）歴史資料である。性的興味をそそるよ
うな使用はしない。

2）民族間の紛争をあおるような使用はしな
い。

3）テレビや雑誌などの発表に適さないも
のは使わない。

資料使用にこの3つを主張してきました。
（2）文書館や資料館を作って、誤った世論操

作をさせない。資料を盗む者がいたので、
公表の徹底をはかるよう努めてきました。

（3）歴史の問題を世界に通ずる言葉で語ること。
1）慰安婦のことは日本の約百年の売春の
歴史との関連で見てゆくことです。

2）自分の国を語るとき、世界の植民地政
策の歴史を軸にして、明治維新以降を
自国の外交史の立場で話しています。
どの国の人もそうなので、すぐに理解
されます。イデオロギーの付いた学問
は初めに結論があってそれに都合のい
いように資料はつまみ食いされ曲げて
使われます。事実を積み上げて結論に
導く科学的方法をとるべきです。

　私の個人的努力も限界に来たと思われること
が起こりました。それはこれほど問題のあるこ
とを中学校の教科書に載せたことです。ヨーロ
ッパ諸国、アメリカにも慰安婦はいたのに何故
日本だけがこんなバランスを欠く教科書を作っ
たのでしょうか。改めてゆくべきです。　
　国連の周辺で慰安婦をsex slave、慰安所を
rape centerなどとする訳語が出るようになり、
本当のレイプと慰安婦を区別する必要があり調
査をしました。レイプの20％が妊娠にいたると

イ・ヘンジュン　

故麻生徹男氏　
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ドイツの統計は語っていますので、少なくとも
推計4000人が戦後日本への引揚げの途中でレイ
プの被害を受けたことになります。これらの人
たちは日本のこうした混乱を悲痛な思いで見守
られていることと思います。　
　
――おわりに――　
 私たちは慰安婦問題を正してゆくことが必要
です。そのためにはまず自分の国の歴史を正し
く知ることです。アメリカや中国の人の目で日
本を見て自国を貶めている人たちが多くいるの
は驚きでした。こどもたちの歴史の教科書は極
東裁判のアメリカのマインドコントロールのもと
にあり、私たちは自分たちの手で子や孫に本当
のことを伝えてゆく必要があります。アメリカ
のヘレン・ミアーズは1948年に『アメリカの鏡・
日本』（メディアファクトリー刊1995）を書きマ
ッカーサーに発禁にされましたが、戦後50年間
に日本に欠けていたのはこのような人ではない
でしょうか。政治の道具にされず、深い洞察力
をもつ学問の基礎が日本に築かれることを願っ
ています。
　慰安婦問題を利用してきた人たちが沢山います。
国内ではどんな人たちかもうおわかりでしょう。
国外では日本叩きをする人たちです。平成9（'97）　
年アメリカで中国系アメリカ人アイリス・チャン
が『レイプ・オブ・南京』を出版し話題となりまし
た。このように日本の歴史に対する間違ったこ
とが世界中に流布している現状です。日本人自
身が自ら歴史を知らず、こうした中傷に迎合す
る人たちがいますが、誤った中傷や非難に自身
で反論できるぐらいの人がもっともっと欲しい
と思います。
　今、歴史学と文学との混同があります。慰安
婦問題は性の攻撃性と自虐性のどちらも多く含
んでいるので文学のいいテーマでしょう。歴史
がきちんと学ばれていないところでは、嘘がと
めどなく広がってゆきます。平成11（'99）年3
月アカデミー賞短篇ドキュメンタリー賞が伊比
さんという若い日本人女性に与えられ嬉しいニ
ュースでしたが、彼女は「従軍慰安婦」をテーマ
に映画を撮りたいそうです。若い人たちに歴史
の事実を知らせる努力を続けねばならないと思
っています。私たちの尊厳を守るために。　

（'99.4.15）

＊　＊　＊

　弊社と天児都先生のご縁を知っていただく上
で、先生の義理の父上であられる故天児民和先
生が、東機貿20年史（1974年刊）にお寄せくだ
さった手記が役立つと考え、ここに転載させて
いただくことにした。

東機貿創立20周年に当りて
(1974年刊『東機貿20年史』より)

 九州大学名誉教授
 九州労災病院院長　天児　民和

　東機貿が、20周年を迎えられるときいて年の
流れの速さを感じるが、しかし20年という年月
も、特に敗戦の直後にはじまっているだけに感
慨深いものがある。
　佐多保之社長（注：現社長保彦の父）とは考えてみると
随分長いおつきあいである。佐多さんのお父さ
んと私の父との交友から数えて行くと、もう80
年に近い関係である。私の父は、阪大の前身大
阪医学校と言われた時分の卒業生である。そし
て、長らく神戸に住んでいた関係上佐多さんと
大変親交が厚かった。そんな関係で、私の長兄
の結婚の仲人もしていただいたし、私の結婚式
にも出席して祝辞をいただいた。
　当時は、大阪大学の学長をお勤めになり、名
実ともに今日の大阪大学の基礎をおつくりにな
った。元来病理のご出身で、若い頃九州大学の
開設当時、即ち明治36年講師として、九大の第
1回から3回生までの講義を受けもっておられた。
その当時九大病院の前は、千代の松原で大きな
松の林でキツネが出たという話を直接承ったこ
ともある。大阪では結核の研究を進められ、阪
大に肺癆科を創設せられた方で、現在の山村内
科はそのあとを継いでいる筈である。現在、阪
大医学部の前に大きな胸像が立っている。その
前を通るたびに、佐多社長がお父さんにだんだ
ん似てこられるように思われる。お父さんは学
者としても一流であったし、学長としても第一
級の学長であった。その性格、その能力をその
まま受け継いでいるのが、佐多社長ではないか
と思う。

　私と社長との出会いは戦争中である。昭和14
年には、私は応召になり大阪堺市の金岡陸軍病
院に勤務した。私は、35歳でもう頭が大分禿げ
ていたが見習士官で召集になった。その当時、
金岡の陸軍病院に溌剌とした軍医少尉がいた。
それが佐多さんであった。あちらは少尉で、こ
ちらは見習士官、階級がものいう軍隊では何か
とお世話になったが、昭和16年社長は外地に出
てしまわれたが、私は東京の第1陸軍病院に転
任になった。それから暫くお逢いすることもな
かったが、戦後、東京に出てきて商売を始める
という話を聞いて驚いたり感心したりした。
　終戦当時、私は、新潟医科大学にいたが、昭
和25年九大に帰ってきた。その頃から日本にも
本格的な麻酔が始まり、麻酔の勉強に多くの人
が米国に留学した。それらの留学生の情報では、
米国のフォレガー社の麻酔器が一番よいという
話であったが、その輸入を一手に東機貿がひき
うけることになった。これがそもそも成功の第
1歩である。これには、義兄の三宅教授と古川
教授お二人の援助も大きな力になったと思う。
元来社長は、戦争中でも最高級の長靴をはいて
いたし、いつも着るもの、食べるもの何でも第
一級品を選んだ。われわれ貧乏人にはちょっと
驚異であったが、その性格が商売の面にもよく
現れている。東機貿の品物は高いがすべて世界
の第一級品である。安物は扱わない。もちろん
高いので買う時には少々ためらうが、買って後
悔することはない。これが佐多商法の成功の秘
訣であろうかと思う。安物買いの銭失いという
言葉がある。東機貿の品物は高いが安心して買
える品物であるといつも私は感じている。ただ、
私の病院の予算がいつも削られているので、折々
買いたくても買えないことがあるが、そんな場
合は涎を流しているわけである。
　最初商売を始められた頃には細菌学者で医学
博士では武士の商法というようなことにならな
いかと、多少の心配をしながら眺めていたが、
なかなかどうしていつの間にか医療機械の輸入
商としては第一流になってしまわれた。これは
何ごとも、最良品を求めようとする高い理想と、
そのために得た信用の結果であろう。恐らくは
今後も益々発展せられるであろうが、長い間続
けてこられた最高の品という態度を、崩されな
いようお願いしたいものである。
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A I R  M A I L

 米川　恵子　

米川　恵子 / よねかわ・けいこ
1979年京都生まれ。1993年よりスイス、Zurich（チュー
リヒ）郊外のZumikon（ツミコン）市に在住し、現在
Zurich州立Stadelhofen（シュタデルホーフェン）高校ラ
テン語科に在学中。　

　父の転任に伴いスイスにやってきてから今年
で7年めになります。楽しくてたまらなかった
日本での中学生活、言葉もわからない外国に移
り住むことに不安を感じていた頃が、今では懐
かしい思い出です。きょうは少しこちらでの学
校生活についてお知らせしたいと思い、ペンを
とりました。
　スイスに来て最初の2年間は英国系のインター
ナショナルスクールの中等部に通ったので、初
めは片言だった私の英語も、だんだんと日常会
話に支障がなくなり授業にもついていけるよう
になりました。世界各地から来ている友達と、
熱心な先生たちに恵まれたこともあり、次第に
この学校も私にとって日本で通学していた同志
社中学に負けない位楽しく居心地のよい所とな
ってきました。そのまま在学してここで高校課
程を修了することもできたのですが、同志社を
去る時と同様の非常になごり惜しい思いを味わ
いながらも一大決心をしてこの学校とも別れを
告げ、チューリヒ州立のギムナジウム（高校）を
受験することにしました。現地の言葉（ドイツ語）
を話したり、現地の友達を作り、現地の教育を
体験したかったからです。現在はその高校の4
年生です（スイスの高校はなんと4年半もあるの
です）。
　さてこちらのギムナジウムは5つの系統に分け
られています。古代ギリシャ語及びラテン語が
中心の古典科、ラテン語が最主要教科のラテン
語科、自然科学教科が中心の理数科、語学（独、
英、仏、伊、西語等）が主要教科の語学科、及
び経済教科に重点がおかれる経済科です。私は
その内、ラテン語科を選んだのですが、その理
由はこの科の卒業者は、大学進学の際、制限な
くどの学部でも専攻する自由があるからです。
授業でシーザーの『ガリア戦記』やキケロの文章
の訳に取り組むうちに、ラテン語はドイツ語だ
けでなく、フランス語、イタリア語等のたくさ
んのヨーロッパの言語の語源であるということ

がリアルに実感でき、学習に興味が出ました（当
科ではフランス語、イタリア語も必修科目です）。
また、ヨーロッパを旅行すると、古代ローマ帝
国の影響の偉大さを物語る様に、由緒ある教会
では必ずといってよい程ラテン語の文句が刻ん
であるのを目にします。現代においてはもう話
されないが故に「死語」と呼ばれているラテン語
ですが、実はヨーロッパの言語や文化の底流に
かけがえのない大きな土台として今も生き続け
ていて、その奥深さを思い知らされます。
　ところで、こちらの学校で、学習の際に最も
求められるものは日本とは根本的に異なってい
ます。例えば、最近のドイツ語の授業では「迷路」
という題で3時間作文を書くという課題があり
ました。ある一つの物事をどれだけ多くの様々
な観点から見ることができるかが問われ、評価
されるのです。歴史のテストでは、例えばある
歴史上の人物の発言（教科書にも出ていない初
めて目にする文章）を与えられ、「これはいつ
誰がどのような状況のもとに述べたものか」、「歴
史上にこれに似た状況があったか」等を自分の
知識をもとに比較考察しながら書かなければな
らない問題があります。また、テストの点数だ
けでなく、授業中に自分の意見を発表する力と、
その説得力が重視されます。どの科目でもペー
パーテストの点数のみがそのまま成績になるこ
とはなく、必ず、どれだけその生徒が授業や討
論に積極的に参加したかの点数も加味されます。
その配分が先生によっては半分ずつの時もあり、
生徒は授業中眠ってなどおられず、終始全身で
注意を払ってチャンスを逃さず手を挙げなけれ
ばなりません。日本の、静寂に包まれた授業風
景とは対照的で、受け身でいてはだめなのです。
更に毎学期末には生徒一人一人の全教科の成績
の平均点が計算され、もしそれが学校指定の基
準を下回っている場合、その生徒は次学期から
“恐怖の”試験期間（いわば執行猶予みたいな
もの）に入ります。そして、次の学期も引き続

き成績が基準を下回ると、情け容赦なく留年ま
たは退学させられます。中にはその結果、卒業
時に、入学時の半数近くに減っているクラスも
あります。以上の例が物語る様に生徒に求めら
れているもの、在学中に徹底してたたき込まれ
るものは知識の丸暗記ではなく、自分で考える
力、そして自分の理論を的確に表現し、他人を
説得する力です。
　最後にスイスという国について少し書かせて
いただきたいと思います。スイスは永世中立国
であり独自の歩みを大切にするため、EU（欧州
連合）には現在のところ加盟していません。
1999年からはEU加盟国内でユーロ通貨が導入
され、スイスの経済的、政治的孤立が憂慮され
ています。国内には旧ユーゴスラビアやアルバ
ニアからの難民が急増し、仕事のない難民が不
満と貧困から起こす犯罪も比例して増えていま
す。島国の日本と違い、複数の国と国境を接し
ているので外国人が多く、私はこの6年の間に、
色々な民族の人と出会いました。母国が戦争中
で帰りたくても帰れない難民、混血で自分のア
イデンティティーがわからなくて悩む人、ブラ
ジルで生まれ、スイス人の養子となり母国を知
らずに育った人。私は来年高校を卒業しますが、
人の幸せに少しでも貢献できる仕事につながる
勉強を大学でしたいと思っています。
　それでは、またお便りします。皆さまお元気
で。

　米川恵子さんは、1994年12月から1年間にわたりスイスから本誌に現地の医療事情をレポートして
くださった、チューリヒ大学医学部脳神経外科主任教授米川泰弘先生の次女である。14歳の時にスイ
スに渡り現在高校に通う恵子さんが、学校での体験を綴ったお手紙をくださった。日本とは対極にあ
るように思われる授業の様子などが、高校生の目を通して生き生きと語られて興味深く、今回ご本人
の許可を得てここに紹介させていただくことにした。　

スイス学校便り　
思考力、表現力、説得力が教育の基礎　
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T O P I C

京京の歳月　

 壽岳　章子　 壽岳　章子 / じゅがく・あきこ　
大正13（1924）年京都生まれ。昭和21（1946）年、東北帝
国大学法文学部卒業。専攻は国語学。昭和62年、36年間
教鞭をとった京都府立大学を停年で退官。専門は、中世日
本語語彙と言語生活史。女性史にも関心が深い。『レトリ
ック』（共文社）、『日本語の裏方』（懇談社）、『日本語と女』
（岩波書店）、『京に暮らすよろこび』『京都 町なかの暮ら
し』（草思社）など著書多数。　

　本誌1997年7月号の巻頭インタビューにご登
場いただいたアレックス・カー氏は、その著書『美
しき日本の残像』の中で、「残念ながら京都とい
う町は“病気”です。京都の伝統芸術・文化の中
枢を訪れると、そこで見られるのは大理石のロ
ビーにシャンデリア、ぴかぴかのインテリアです」
と書いている。京都の町こわしが急速に進み、
「もう京都に美しさは残っていない、京都の美
しさはもう日本人の心の中にあるだけになって
しまったのではないか」とも言う。今回は、親
子二代＊古きよき京都の町とともに生きてこら
れた壽岳章子さんに、京都の魅力、京都への思
いなどを語っていただいた。

＊　＊　＊

　来日中のシラク大統領が、セーヌ川にかかる
Pont des Arts（芸術橋）を模した橋を鴨川にか
ける提案をしたのは1996年11月だった。1998
年の「日本におけるフランス年」と京都-パリの姉
妹都市盟約40周年を記念したこの提案は、市に
よっていったん受け入れられたが、その後、景
観論争、市民の反対運動などに発展して市政の
あり方自体が問われることになった。議会で予
算を議決した後に計画を撤回するのは異例のこ
と。京都市では88年3月に廃止された古都税以
来のことだ。

――これが芸術橋を巡っての事の  末ですが、
渦中で体験されていかがでしたか。
　「あれは市民総ぐるみという感じでしたね。
反対運動のクライマックスは、忘れもしない
1998年5月30日。集会をやるといったら、河原
に後から後から人が集まってきた。組合を通す
などいわゆる組織動員をやらなかったのに、ひ
とりでに集まってきました。私がその大会の音
頭取りをやりまして、京都人のパワーを実感で
きておもしろかったですよ」
　こうして、同年8月、「市民理解のない着工は
多大なマイナスを及ぼす」として市によるこの
計画は白紙撤回された。

――新しい京都駅は日本全国で最も大きな駅ビ
ルをもっているそうですね。
　「今京都には人をドキッとさせるようなもの

がたくさんありますが、京都駅はその最たるも
の。ホームに行くためにはちょいと入るけれども、
絶対上にあがらないんですよ。ホテルもできた
でしょ。そこでよく会合があるんですが、私絶
対行かないの。高いビルを建てるなー、と演説
したことがあるので、今も足を一歩も踏み入れ
ない。だんだん世間が狭くなるの。たいへんよ、
操をたてて生きるのは（笑）」
　
――京都の人たちは皆、壽岳さんのようには考
えないのですか。
　「京都には市民運動の団体が100以上あります。
私は町並みを守る会というのもやっていますが、
結局、それを上回る無関心が大勢いるというこ
とですね。意外と平気な人が多い。だから革新
が選挙で負ける。政治の話はあまりしたくない
けれど、京都は20年ほど前に革新が負け出して
からダメになりましたね。町の変わり方が激し
くなりました。京都では、文化的なことも含め、
革新が保守なんですよ」

――無関心の理由は何なのでしょう。
　「あまりにも京都というところに慣れすぎて
しまったんじゃないですかね。のんびりしてい
るというか、平安時代からの歴史において大し
て変わらなかったのだから、自分が何かしなく
ても、何も壊れたりしないと思っている。どん
なにたいへんなことになるかわかっていない。
ヨーロッパは陸続きなのでいつ国境を越えて攻
めてくるかわからないけれど、日本はそれがな
かったから、長い間なんとなくやってきている
でしょう。
　私はもちろん平和主義者ですから、戦争がな
くなったことは本当にうれしく思いますよ。け
れどもその平和の中で、美しいものを育てると
か、ちゃんとした伝統を育んでいくとかいう積
極的な働きかけがなければいけないと思います。
怠け者的な平和思想が流行っているのではない
かしら。環境保護などにしても、例えば森林破
壊を防ぐためには、本当に辛抱して森を残して
いくという強い決意が必要ですしね」

――「わび」「さび」「風流」など、日本人がか
つてもっていた文化に通じる心が失われてしま
ったようですね。文化を大切にする余裕がなく

なっているように見えます。文化とは、その国
に住んでいる人の生き様そのものとも言えるで
しょう。文化に対する日本人の無関心、無神経
が、陰湿ないじめ、援助交際などを生み出す遠
因にもなっているのではないでしょうか。
　「確かに精神性の喪失を感じますね。日本人
は、仏様にしても神様にしても、すべて何とか
のためとか、どうしてほしいとか、利得のため
に拝む。本当の意味での宗教的な豊かさという
ものがなく、交通事故に遭いませんように、試
験に受かりますように、自分自身のため、自分
の家のため。これでは、文化を大切にする心も
なくなってしまいますよね。
　日本人というのは、なんというか、おっちょ
こちょいのところがあるでしょ。日本を舟にた
とえれば、こっち行って騒いで、あっち行って
騒いで、舟がいつも傾いている。落ち着いたと
ころがないのね。一時的な流行というものにと
びついて大騒ぎをする。どんどん変わっていく
ものに対応するのは楽しいし、いいことでもあ
るんだけれど、“ばっかり文化”でしょ、日本人
は。もともとそういうところがあって、戦前ま
ではそれが抑えられていたけれど、戦後一気に
バーッと出てきたんじゃないですか。なんか子
供っぽくて、うーんと腕組みをして物事を見守
るような精神に欠けるような気がしますね」

――戦後急激にアメリカの資本主義が入ってきて、
日本人はいつのまにか、利益第一、儲かればい
いという国民になってしまったのかもしれませ
んね。
　「京都の繁華街、河原町通りのようなあんな
むちゃくちゃな所はないと思うのね。赤、白、
黄、もう見てられないような無様な通りになっ
ています。日本人の、儲かれば何をしてもいい
という利益第一主義で、そこにお店を出せば儲
かる、他のことはどうでもいい、それで京都の
町並みもずいぶん破壊されたと思います。西陣
方面の小さなお店、工房なども駐車場やワンル
ームマンションになってしまう。
　パリみたいにしたらいいと思うんですけどね。
古い町並みはキチッと守って、そればかりでは
だめなので、高いビルはちょっと離れたところ
に地域を定めて集める。京都の南の方に空き地
があるのでそこを利用するなどしてね」

ポ ン デ ザ ー ル 　
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――ヨーロッパの街は、国と国民がいっしょに
古い町並みを保とうと努力していますね。それ
がまた国民の誇りともなっています。フランス
では、歴史的記念物には相続税がかからないそ
うです。持ち主はそれらを維持していくだけで
かなりの費用を負担しているからです。
　「税金には本当に困っています。京都には特
に重要文化財でなくてもいい建物がいっぱいあ
るのに、相続税をなんとかしないとみんな細切
れになってしまう。それでお金儲けをするわけ
でもないのだから、そのままにしておいてくれ
ればいいと思うんですが。京都は本当にがんば
らないと、京都的なものがバラバラになってた
いへんなことになりますよ」
　
――これからの京都は？
　「町は変わっても、人はなかなか変わらない
ものです。これまで何も変わらないものと思っ
て悠長に構えていた京都人も、危機感をもって
積極的な平和主義者になってほしいですね。古
きよき京都を知っている人たちの中に望みの綱
があると思っています。
　京都だけがもっている産業が今でもずいぶん
あります。織物にしても、塗り物、陶器にして
も、日本文化の粋を集めたようなものがたくさ
んあります。これらの人の心に滲み入るような
もので、京都は京都であり続けたいですね。小
さな  笥とか机などのミニチュアを全部実物と同
じように作っている職人さんがいましてね。か
わいらしい下駄箱や針箱などもあって、引き出
しには全部引き手もついているんです。何の役
にも立たないんだけど、ちっちゃく作ってるの。
そういう物を作っている限り、戦争もなし。
　文化を大事にする心はそういった目に見えな
いところで育まれるんだと思います。後継者不
足が叫ばれるようになって久しいですが、この
不景気ですからね。若者が戻ってきている所も
ありますね」

――久しぶりに京都へ行ってみようと思い立っ
た人に、何かアドバイスはありますか。
　「名所などはどうぞご勝手に見てください。
例えば清水寺などはやっぱりいつ行ってもすば
らしい所ですよ。けれども、例えば中京あたり
のいろいろな通りを歩いて、そこらへんのご飯

を食べて、昔の面影が残る問屋なんかでお店の
人と話をして、四条通りに出る。そういう京都
はまだ生き生きしてます。京都は縦横に深みの
ある大きな町で、そこに住む人たちの暮らしを
支える多くのいい通りがあります。京都の人た
ちはちょっと警戒心が強いところがあるけれど、
本当はいい人なのよ。安心してお話しください。
　もう大正時代くらいからのめっぽう古い家が
貸家になっていることが多くて、それらはとて
も安く借りられます。事情の許す方は、しばら
く京都で暮らしてみてはどうです。確かに町の
破壊は深刻に進行しつつあります。でも京都に
は、それに立ち向かう十分な歴史の重みがある
と思いますね。歩けば必ず何かの発見がある、
底力のある町なんです」

＊父上は英文学者壽岳文章氏、母上の静子さんも『朝』『歳
月を美しく』などの著書をもつ文筆家。　

なかぎょう　

表紙の写真　
ロバート・バイヤース作品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「樹」は生命の象徴として､よくモチーフ
に取り上げられます｡幹は天へ､根は地へと､
天と地を結ぶ架け橋のように､どっしりと
した存在です｡この作品では「樹」は抽象
的に捉えられており､フォルムは光によっ
て変幻自在に様をなし､樹皮や木肌は綿密
に描写されています｡これも写真ならでは
の表現と言えます｡　

Tree Stump,  Tokeland, Washington, 1987

フォト・ギャラリー・インターナショナル（虎ノ門）　
東京都港区虎ノ門 2-5-18　Tel. 03 3501 9123 　
月 -- 金　11:00  -- 19:00　土・日・祝  休館　　
地下鉄銀座線虎ノ門駅下車　2番出口より徒歩5分　
　

P.G . I . 芝浦　
東京都港区芝浦 4-12-32　Tel. 03 3455 7827　
月 -- 土　11:00 -- 18:00   第2･4 土,       日,        祝  休館 　
JR田町駅芝浦出口（東口）より徒歩10分　　
ゆりかもめ 芝浦埠頭駅より徒歩15分　

P.G. I.（虎ノ門）　
　
　

P.G. I. Shibaura（芝浦）　

8月3日（火）─9月10日（金）　
Chris Steele-Perkins “Walking in Nomansland”　
クリス・スティール・パーキンス  作品展　
　
9月16日（木）─10月29日（金）　
奥村光也  作品展　
Mitsuya Okumura　“Angle of SilenceⅡ”　
　

6月22日（火）─7月31日（土）　
鈴鹿芳康  作品展　「風曼陀羅」　
Yas Suzuka “Wind Mandala”　
　
8月3日（火）─9月14日（火）　
Huntington Witherill “Photographs”　
ハンティングトン・ウィスリル  作品展　
　
9月20日（月）─10月30日（土）　
普後 均  作品展「見る人」　
Hitoshi Fugo　
　

7月13日（火）─30日（金）　
David Perry “HOT-ROD”　
デビット・ペリー  作品展「ホット・ロッド」　

写 真 展 の ご 案 内  

＊8月16日（月）～20日（金）夏期休館　

c Chris Steele-Perkins / Magunum Photos
 “Walking in Nomansland ”Boys in the Rain, Lesotho, South Africa, 1981
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南仏の修道院

　雲一つなく、眩しいほどの初夏の日射しに覆われた静かな濃紺

の海に、ゆったりと純白の巨体を浮かべるマルセイエーズ号に乗船、

横浜港を出帆したのは、1951（昭和26）年5月13日、日曜、カトリ

ックの典礼では、聖霊降臨の大祝日であった。さすが、カトリック

国フランスらしいなどと思いながら旅の無事を神に願いつつ見送

りの友人と別れたのは、もう遠い昔のことになってしまった。

　約一か月にわたる、はじめての異国への船旅は、日本人も少なく、

未熟な語学力などのために、さまざまな失敗、途中の寄港のたび

に珍道中を重ねて、ようやく南仏の港マルセーユに到着した。私

にとって、はじめて見るフランスの街、マルセーユでの数日は、今

なお、新鮮な思い出となっている。特に、緑が少なく、茶色に乾

いた土と砂で盛られた高い丘の上から、青い地中海を見守る真っ

白の聖母像（Notre Dame de la garde）の足下に立って眺めた海と

街の光景は忘れられない。そこに、二日ほど滞在、その後、ロー

ヌ河が地中海に流れる河口近くの鄙びた街タラスコン（Tarascon）

に向かった。聖書にでてくる聖女マルタがその街まできたという

伝説からなのか、今もその街の保護の聖人として親しまれている（ル

カ10,38-42）。その小さい駅まで車で出迎えにきてくれたF神父が、

私にとって、はじめて出会うカルメル会士であった。今の日本で

は到底見られないポンコツ車に乗せられ、そこから二十分ほどの

ところにある修道院に着いた。「小城（Petit Castelet:プチカストレ）」

といわれる、二階建ての古い建物。玄関でドミニック院長をはじめ、

十五名ほどの修道者に温かく迎えられながら、用意されていた修

室に通された。古い小さな木机と腰掛。三枚の長板の上に載せら

れた固い藁のマトラス。あとは何もない至って簡素な部屋。こう

して、まだ卵にもならない修道生活が、次第に軌道に乗せられて

いく日々となっていった。

　紙面に限りもあるので、まず、最初のカルチャーショック（culture

shock）の生活体験をいくつか紹介することにとどめたい。

1.いちじく採り：ハイ（Oui）とイイエ（Non）

　台所の近くに大きないちじくの木があった。ジャム作りのため、

その実をとるように、修練長から言いつかった。木の枝が長くの

びて、そばの納屋の屋根までかかっていたので、棒をもってその

屋根に登り、今にも落ちそうな屋根瓦の縁を歩きながら、いちじ

くの実をちぎってはカゴに入れていた。その時、オランダ人の修練

長が下を通りながら、私を見上げ、下から大声で叫んだ。「落ち

るな（Ne tombez pas）!」。そこで、「ハーイ（oui）」と私は答えた。

と、途端に、「バカ（Stupide）!」と、修練長が怒鳴った。私は、な

ぜ怒られたのか、すぐには分からなかった。否定形の命令や疑問

の場合、日本語と欧米語では正反対になることを、その時、身に

しみて知った。日本でのフランス語の勉強で教わっていたはずな

のに、こんな初歩的なことも、実際となると慣れるのが容易では

ない。この頃のように、多くの日本人が英語を習う時も、例外な

く体験するはずのこと。言語構造と密接に結びつく精神構造の興

味深い違いがそこに見られる。

　ところで、いちじく採りぐらいのことなら、深刻なことではな

いが、同じことが別の形で起きてきた。

F A I T H

出出会い（10）　
東西文化の狭間　

 奥村　一郎　

奥村　一郎  / おくむら・いちろう　

1923年岐阜県生まれ。48年東京大学法学部政治学科卒業、東京大学文学部宗教学科に再入

学。51年卒業と同時に、カトリック修道会、カルメル会入会のため渡仏。57年、ローマのカ

ルメル会国際神学院で司祭叙階。59年帰国後、仏教とキリスト教の交流分野で活動。79年よ

りバチカン諸宗教対話評議会顧問神学者。著書は、『断想』『主とともに』『祈り』（女子パ

ウロ会）、『わたしの心よ、どこに』（サンパウロ）、『聖書深読法の生いたち』（オリエンス

宗教研究所）など多数。　

1955年2月ローマ・カルメル会総長館応接間にて　

はざま　
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2.哲学教室

　その頃、まもなく一年先輩になる二人の日本人神学生が合流、

一緒に、哲学の授業を受けることになった。先生は哲学者の院長

殿であった。最初の講義は、日本でも良く知られている、E.カン

ト哲学の批判。すなわち、「純粋理性批判」と「実践理性批判」にも

とづく「不可知論」について。英語で「agnosticism」といわれる。

つまり、純粋理性では、神の存在を証明（独demonstrieren）する

ことはできない。実践的、または、倫理的側面からのみ、神の存

在が要請される（独postulieren）と、カントは主張した。自身は敬

虔なプロテスタントであったために、神を完全に否定できなかった。

最も美しいものは、夜空の星と自分の心の奥深くにある道徳律で

ある、という有名な言葉を残した。つまり、カントの神は、倫理

の神であって、存在の神ではない。この微妙な区別は、カトリッ

ク神学からすれば、異端説とされ、教会の禁書目録に入れられた。

　講義のはじめに、この難しい問題が取り上げられ、「神の存在は

理性によって証明できない」という、カント理論を反駁することに

終始した。ところで、その頃、カントの緻密な新説が流行になっ

ていた日本の大学知識を、それなりにもっていたわれわれは、下

手なフランス語で、生意気にあれこれと大先生に質問したり、反

論したりした。そこで、例の言葉の応答形式の問題が否応なくで

てきた。話が熱中してくると、Oui（ハイ）と、Non（イイエ）のや

り取りがますますおかしくなり、先生もわれわれ生徒も頭が混乱

してしまった。そこで、院長先生の方からの命令がでた。「君たち

は哲学を学ぶ資格がない。まず、フランス語の勉強をしなさい」と、

それで哲学教室は初回で終わり。先ず、フランス語の勉強をとい

うことになってしまった。

3.フランス語教室

　第二次世界大戦の時戦闘機のパイロットだったF神父が先生。まず、

私たちの実力の程をみるため、何か作文を書いて提出するように

と命じられた。仲間の二人は何をだしたか思い出せないが、私は、

「一羽の雁」という題で短い童話のようなものを書いた。ストー

リは至って簡単。「仲良しの少女と少年、マリー（Marie）とジャン（Jean）

が野原で遊んでいたところ、怪我をした一羽の雁が足元に落ちて

きました。二人は一生懸命、手当てをしてやりましたが、とうとう、

雁は死んでしまいました。そこで、小さいお墓をつくって、そこ

に可哀相な雁を納めてやり、天国に行けるようにと、一緒に祈り

ました」

　さて、神父先生いわく、「この話は、神学的にいって間違いであ

る。雁などの動物には霊魂がない。天国に行けるように祈るなど

というのは、全くナンセンス」と強調。まさに、カトリック神学

を支えるスコラ哲学の盲点丸出しの論理で、日本人の自然観とは

およそかけ離れた幼稚な批判に、開いた口もふさがらない。残念

ながら、まだ反論するだけの語学力もなく、三人は互いに顔を見

合わせて黙っているしかなかった。文字通り、パンチの効いたカ

ルチャーショック。その後にも、これに類したことが少なからずあ

った。

　それから、半世紀を経た今日では、生態学や生活環境について

のエコロジー（Ecology）が著しく発展するとともに、自然と人間と

の関係をホーリックに把握する東洋哲学を軸とする「調和の神学」

が芽生えようとしている。幸いなことである。



13

――ワイン業界への女性の進出――
　今や、あらゆる職業で女性の活躍がめざまし
い時代になりました。新聞の報道は、毎日のよ
うに様々な女性の新しい職域への進出を取り上
げています。世のしきたり、体力の差、単なる
偏見などで、最近まで女性の進出が限られたり、
女性を絶対受け入れなかった分野が、一斉に門
戸を開放し始めたかのようです。また、文部省
の統計数理研究所が最近行った「国民性調査」は、
男女の能力差について、「差あり」の44％に対し、
「差なし」が50％と、「差なし」が初めて逆転し
た結果を発表しています。これは、世界的な傾
向で、21世紀には初の女性アメリカ大統領も登
場するでしょう。
　このような世の変化や進歩は、ワイン業界に
も大きく影響しています。ワイン生産の過程に
おける作業には、原料葡萄の栽培、収穫、発酵、
熟成、出荷などがありますが、これらの分野で
非常に重要な職種にエノロジストがあります。
例えばカリフォルニア大学デイヴィス校は、近代
醸造学の研究で高い評価を受けている学校です
が、ここで葡萄栽培学や醸造学を学び、ワイナ
リーの責任者として世界中のワイン生産地で活
躍する技術者の中にも、数多くの女性が含まれ
ています。
　また、ワイン知識の普及という過程で、ワイン・
ジャーナリストあるいはワイン・ライターと呼ば
れる、ワインに関する著述、評論を職とする人々
がいますが、ここでも多くの女性が活躍してい
ます。特にイギリス人に優れた女性が多く、現
在の世界的なワイン消費の広がりに彼女たちが
果たした役割は非常に大きいと思います。
　更にワインの流通には、専門知識を生かして
ワイン・ショップやデパートの洋酒売場で実際お
客様と接し、相談に応じるセールスの仕事があ
ります。この分野は特に女性に向いた職業と言
ってよく、私も経験豊かなすばらしい人を何人
も知っています。
　そしてもう一つ、ホテルやレストランで、お
客様の注文した料理と合わせたり好みを聞いた
りしてワインを選び、その場でびんの栓を抜い
てサーヴィスする、今ではすっかり馴染みにな
ったソムリエという職業があります。女性はこ
の部門でも、立派な優れた業績を上げています。

――女性ソムリエの誕生――
　さて、日本におけるワイン・サーヴィスの本格
的な専門職「ソムリエ」は、初めは男性の仕事と
して、1964年東京オリンピックが開催された頃
に誕生したと思われます。戦前からあった名門
ホテルでは、それ以前にもヨーロッパの高級葡
萄酒を輸入しサーヴィスはしていました。しかし、
その頃ポートワイン、葡萄酒などとして売られ、
しゃれた飲物として人気のあったのは、色付け、
味付け、アルコール添加の甘い飲物でした。現
在ワインと呼ばれ流通しているものとは大違い
の飲物で、ちょっと飲み過ぎると間違いなく悪
酔いして頭の痛くなる代物でした。一説による
と、その中身を分析すると、本当の葡萄原液は
10%も入っていなかったと言われています。そ
のような時代に、今は常識として考えられてい
る「本物ワイン」は、高級ホテルでも特別のお客
様が、特別の席で飲む、特別に高価なものでし
た。そんなわけで、ホテルの従業員の中でも主
任クラスに扱いに精通した人がいましたが、正
式にソムリエを職名として働いている人はいま
せんでした。私がホテルに就職した時に面接し
た人事課長さんは私に「あなたはちょうどいい
時に来た。新しい職種でワイン・バトラー（イギ
リスではそう呼ばれていました）という仕事が
あるが、この仕事はあまり若い人よりも、あな
たのようにちょっと年をとった人の方が向いて
いる。勉強しながらやってみませんか」と奨め
てくれました。私はワイン・バトラーがワイン・
ボトラーに聞こえ、ひょっとすると地下室で酒
樽からワインをびん詰めする仕事かと思いドキ
ッとしましたが、当時35歳での再就職、何でも
よいから使ってくれと求職した私に仕事を選ぶ
資格はなく、「やります、やります」と二つ返事
をしました。後で、仕事はホテルのレストラン
や宴会場でワインのセールスとサーヴィスをする
専門職だとわかり、ほっとしたものです。その
後ワインの需要が伸びるとともに3人、4人と人
数が増え、洋食レストランだけでなく、和食堂、
中華食堂までにも人員を配属し、ワインの販売
に力を入れました。
　しかし、問題もおきました。日本人客にワイ
ンをセールスする時、たまに男性のソムリエの
強引さがお客様の反感を買い、苦情につながる
場合があったのです。そこで浮かんだのが、女

性ソムリエの採用です。日本人の中年男性はど
ちらかといえば、女性に甘い傾向があります。
同じワインでも女性のもつ優しいタッチと色気
で奨めれば、ワインの知識のない年輩の紳士も
関心を示し、飲んでくれるだろうと考えたので
す。ちょうどその頃タイミングよく、ホテル学
校出の女性サーヴィス職の中に、飲食サーヴィ
スの重要さを理解している優秀な人材がいました。
まず、1人を試しに教育してみたところ、非常
に熱心に勉強し、安心して任せられることがわ
かりました。その時は、ホテルで初めて女性ソ
ムリエが採用されたと業界でも評判になり、新
聞や雑誌からも取材がくるほどの反響をよびま
した。これは1973年のことで、ちょうど1972
年に始まった第一次ワインブームと軌を一にし
ているといえます。しかし、顧客の中には一部
不満な人もあり、ある時そのお客様から呼ばれ
何事かと行きますと、「君のところは女性のソ
ムリエを採用したそうだが、私は反対だ。この
仕事は男性の仕事で、パリあたりの高級なレス
トランでも女性のソムリエなど見たことがない」
と叱られました。確かにその頃はそうだったか
もしれません。さらに卓上の飲んでいるワイン
のびんを指し、「こんな上等なワインを、女な
んかにお酌されていい気持ちがすると思うか。
芸者じゃあるまいし」。私は、まだこんな考え
の人がいるのかとショックを受けました。また、
別に年輩の女性顧客からは、「私がワインを飲
む時は、男性のソムリエをつけてちょうだい」
と耳打ちをされました。これは、気持ちがわか
らなくはありませんでしたが。そんな中、女性
ソムリエは、優秀な人材に恵まれたことと、彼
女たちのすばらしい努力で、一部を除き大勢の
お客様に好かれ、マネージメントも業績を認め
たいへん満足していました。1973年から約10
年間は、ホテル・オークラに3人の女性ソムリエ
が在籍した期間です。しかし、結局は女性には
結婚などの都合があります。退職を申し出てき
た時、私はあらゆることをして引き留めました
が無駄でした。私は、今でも彼女たちを誇りに
思っています。その後、我々は何も知らない新
卒の女子社員の中からソムリエ職希望者を募集し、
ズブの素人から一人前のソムリエを訓練、教育し、
できるだけ長く勤務してもらおうと考えました
が見事に失敗してしまいました。所詮、格好よ

H O P E

 横山　弘和 

女性はワイン・テイスティングに　
おいて男性より優れているか？　

横山　弘和  / よこやま・ひろかず　
1930年兵庫県生まれ。65年ホテル・オークラ（東京）入社。
95年に退社するまでソムリエとして30年間一貫してワイン
関係業務に従事する。88年11月ブルゴーニュ・シュヴァリエ・
デュ・タートヴァン（利き酒騎士）叙任。現在佐多商会ヴィ
タリテ事業部在籍。　
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さで応募してきた女性に、ワインの知識やサー
ヴィスを正しく理解させるのは無理でした。そ
こで、これという人材が見つかるまで女性ソム
リエは一時廃止という決断が下されました。約
10年間のブランクを経てまた優秀な人材が見つ
かり、女性ソムリエが復活し活躍していること
も付け加えておきます。

――果たして女性はワイン・テイスティングにお
いて優れているか？――
　確かに、食物や飲物の色、匂い、味わいを、
見分け、嗅ぎ分け、味わい分ける能力には個人
差があります。ワイン・テイスティングに優れた
能力を発揮するには、一般の人より鋭い嗅覚、
味覚を備えもつ必要があります。ここにペンシ
ルヴァニア大学のClinical Smell and Taste 
Research Center（臨床嗅覚味覚研究所）が、5
歳から99歳までの約2000人を対象に行った匂
い鑑定実験の結果があります。それによると、
すべての年齢層で女性の方が鋭い嗅覚をもって
いることがわかりました。同時に、すべての人
間の味見をする能力が同じでないことも証明さ
れています。また、エール大学医学部のある教
授の主張するところによると、人間は3つのグ
ループ、

non-tasters味音痴 25%
regular tasters 普通 50%
super tasters 超味見能力者 25%

に分けられるといいます。
　super tasterはnon-tasterの100倍もの“taste
buds”（味蕾、味覚球、味覚芽などと呼ばれ、
舌に分布し味覚を感受する器官）をもっています。
これは普通、遺伝による長所であり、通常女性
は男性より多くの味蕾をもつとされています。
決定的なのはsuper tasterの2/3が女性であった
という事実です。しかし、ワイン・テイスティン
グは、単に味蕾だけが関係するものではなく、
他に色々なことが絡む複雑なものです。ちょう
ど音楽の鑑賞力が単に“a pair of golden ears”
（特別によい耳）をもっていればいいわけでは
ないのと同じです。
　それでは、何故女性がワイン・テイスティング
に優れているのでしょうか。アメリカのある著
名なワイン・ライターの意見をご紹介します。女
性は、人生の早い時期から、さらには一生かけ

て、ニュアンス（色、音、調子、味、意味、感
情などの微妙な陰影や差異）について、日夜工
夫を重ねているというのです。結局、良質のワ
インとは、まさに色々なニュアンスの集まりで
できた飲物なのです。多くの男性はニュアンス
の概念さえ理解するのに苦労するでしょう。そ
れを一杯のワインの中で探すとすればなおさら
のことです。例えば、衣服について考えてみる
と、男性が一日の始めに一番難解な美的決断を
迫られるのは、Yシャツに合うネクタイを選ぶ時
です。そして、一旦あるYシャツとあるネクタイ
を決めてしまうと、その後は習慣的決断として
毎日それを繰り返すだけです。一方、女性は毎
朝、顔色、表情、ドレスと体とのフィット感、
そして香りと、単に服を着て出かけるだけでも、
毎日色々なニュアンスの訓練をしています。男
性は普通シンプルで、少年時代にネクタイの締
め方や髪の毛の分け方を父親の真似をして覚え、
その後は違ったやり方もせず、毛の多い少ない
は別として、一生同じことを続けます。大体こ
のような輩に、抜け目のないワイン・テイスティ
ングを期待するのが間違っている、というのです。
続けて、彼は、理想的なワイン・テイスターは女
性弁護士であると言い、それは女性であること
の優位に加え、弁護士として物事を分析して考
え、表現力が正確で几帳面であるからだとして
います。と同時に、実際にかなりの数の優秀な
男性ワイン・テイスターを知っているが、全く努
力しないでその域に達した人は極めて稀だとも
言っています。結局と言うか当然と言うか、男
性も女性もワインについて物知りになるには、
他のスポーツや高度な技術と同じように、その
ことに心血を注ぎ、機会をとらえ、訓練を重ね
る必要があります。結果としては男性も女性と
同等に良質のワインのニュアンスを理解するよ
うになれるのです。大事なことは興味を抱くこ
と、しかし、少なくとも最初の段階では女性の
方が有利であるということです。
　結局のところ、現在のいささか過熱気味のワ
インブームの中で、女性の正直さ、純粋さが、
一般の人々に、ワインを身近なものに感じさせ
るのに役だっているのではないかという気がし
ます。そういった意味で、21世紀に向け、ワイ
ンのプロとしての活躍をこれらの女性に期待し
たいと思います。

ワイン・テイスティングに求められる5つの重要
な要素
1.Concentration集中力
2.Experience経験
3.Tidy Mind きちんと整理された記憶力
4.Imagination想像力
5.Humility謙遜・謙虚な気持ち

みらい　

『VINES GRAPES AND WINES』Jancis Robinson著　
著者はイギリス人のワイン・ライター。ワイン雑誌の編集で
成功し、T.V.のワイン番組でも活躍。他にもワインについ
ての著書が多数ある。　

『ブルゴーニュワイン』セレナ・サトクリフ著／山本博・監訳
ブルゴーニュワインのポケットガイドブック。イギリス人の
著者は、マスター・オブ・ワインの肩書きをもち、特にブル
ゴーニュワインの権威として知られる。　

『マダム・ルロワの愛からワイン』星谷とよみ著
マダム・ルロワはフランスのワイン業界で最も注目されるワイ
ン・ドメーヌ経営者。幼い頃よりワイン・テイスターとして非
凡な才能を発揮する。ビオ・ディナミのワイン造りに情熱を
注ぐ。　

Château de Chailly / シャトー・ドゥ・シャイイ　
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お問い合せ
（株）佐多商会ヴィタリテ事業部　担当： 岩沢

Tel.  03  3582  5087


